
   

 

 外 交 防 衛 委 員 会  

 委員一覧（21名） 

委員長 阿達  雅志（自民） 

理 事 岩本  剛人（自民） 

理 事 佐藤  正久（自民） 

理 事 小西  洋之（立憲） 

理 事 平木  大作（公明） 

理 事 音喜多  駿（維新） 

猪口  邦子（自民） 

 

小野田 紀美（自民） 

武見  敬三（自民） 

中曽根 弘文（自民） 

堀井   巌（自民） 

松川  るい（自民） 

吉川 ゆうみ（自民） 

羽田  次郎（立憲） 

 

福山  哲郎（立憲） 

山口 那津男（公明） 

金子  道仁（維新） 

榛葉 賀津也（民主） 

山添   拓（共産） 

伊波  洋一（沖縄） 

良  鉄美（沖縄） 

（会期終了日 現在） 

（１）審議概観 

第210回国会において、本委員会に付託された案件は、条約１件及び内閣提出法律案１件

の合計２件であり、そのいずれも承認又は可決した。 

また、本委員会付託の請願11種類55件は、いずれも保留とした。 

 

〔条約及び法律案の審査〕 

日本国とアメリカ合衆国との間の貿易協定を改正する議定書は、我が国とアメリカ合衆

国との間の現行の貿易協定の内容を部分的に改正し、協定附属書Ⅰに定めるアメリカ合衆

国からの牛肉についての農産品セーフガード措置の適用の条件を修正するものである。委

員会においては、セーフガード措置の発動水準引上げと国内牛肉生産者への影響、将来の

協議によりセーフガード発動水準を再び引き上げる可能性、日米貿易協定における自動車・

自動車部品の関税撤廃交渉を行う必要性等について質疑が行われ、討論の後、多数をもっ

て承認された。 

防衛省の職員の給与等に関する法律の一部を改正する法律案は、一般職の国家公務員の

例に準じて、防衛省職員の俸給月額等を改定するものである。委員会においては、自衛官

の処遇及び生活・勤務環境の改善、防衛能力を十分に発揮するための人員の確保、自衛官

独自の給与制度創設の必要性、自衛官の超過勤務の実態、防衛省・自衛隊におけるセクハ

ラを含むハラスメント問題への対応等について質疑が行われ、討論の後、全会一致をもっ

て可決された。 

 

〔国政調査〕 

10月13日、北朝鮮による弾道ミサイル発射等について浜田防衛大臣及び林外務大臣から

報告を聴取した後、質疑を行った。 

11月１日、「旧統一教会」問題、防衛力の整備、円安・物価高騰の在外職員給与への影

響、外交実施体制、ウクライナ情勢、日中関係、米軍の空中給油訓練、日韓関係、ＯＤＡ、

日朝関係等について質疑を行った。 



   

 

11月８日、北朝鮮情勢、防衛力の整備、「旧統一教会」問題、ＯＤＡ、国連改革、パキス

タンにおける洪水被害に対する支援、米軍オスプレイの事故等について質疑を行った。 

11月10日、米軍オスプレイの安全性等について質疑を行った。 

11月15日、外交実施体制、ＯＤＡ、防衛力の整備、「旧統一教会」問題、日中関係、核軍

縮・不拡散、日韓関係、気候変動枠組条約第27回締約国会議等について質疑を行った。 

12月６日、国際女性会議ＷＡＷ！、防衛力の整備、ＯＤＡ、日韓関係、防衛装備移転三原

則、尖閣諸島をめぐる問題等について質疑を行った。 

（２）委員会経過

○令和４年10月13日(木)（第１回） 

理事を選任した。 

理事の辞任を許可し、補欠選任を行った。 

外交、防衛等に関する調査を行うことを決定した。 

政府参考人の出席を求めることを決定した。 

北朝鮮による弾道ミサイル発射等に関する件について浜田防衛大臣及び林外務大臣から報告を聴

いた後、浜田防衛大臣、林外務大臣、磯﨑内閣官房副長官、中川総務大臣政務官及び政府参考人に

対し質疑を行った。 

 〔質疑者〕 

  岩本剛人君（自民）、福山哲郎君（立憲）、羽田次郎君（立憲）、平木大作君（公明）、音喜多

 駿君（維新）、榛葉賀津也君（民主）、山添拓君（共産）、伊波洋一君（沖縄） 

○令和４年10月25日(火)（第２回） 

理事の辞任を許可し、補欠選任を行った。 

○令和４年11月１日(火)（第３回） 

政府参考人の出席を求めることを決定した。 

「旧統一教会」問題に関する件、防衛力の整備に関する件、円安・物価高騰の在外職員給与への影

響に関する件、外交実施体制に関する件、ウクライナ情勢に関する件、日中関係に関する件、米軍

の空中給油訓練に関する件、日韓関係に関する件、ＯＤＡに関する件、日朝関係に関する件等につ

いて林外務大臣、浜田防衛大臣、山田外務副大臣、武井外務副大臣、井野防衛副大臣、星野内閣府

副大臣、石井国土交通副大臣、井上財務副大臣、尾身総務副大臣、秋本外務大臣政務官、吉川外務

大臣政務官、木村防衛大臣政務官、小野田防衛大臣政務官、近藤内閣法制局長官及び政府参考人に

対し質疑を行った。 

 〔質疑者〕 

小西洋之君（立憲）、音喜多駿君（維新）、金子道仁君（維新）、榛葉賀津也君（民主）、山添

拓君（共産）、佐藤正久君（自民）、平木大作君（公明）、 良鉄美君（沖縄） 

○令和４年11月８日(火)（第４回） 

理事の補欠選任を行った。 

政府参考人の出席を求めることを決定した。 

北朝鮮情勢に関する件、防衛力の整備に関する件、「旧統一教会」問題に関する件、ＯＤＡに関す

る件、国連改革に関する件、パキスタンにおける洪水被害に対する支援に関する件、米軍オスプレ

イの事故に関する件等について浜田防衛大臣、林外務大臣、山田外務副大臣、木村防衛大臣政務官



   

 

及び政府参考人に対し質疑を行った。 

 〔質疑者〕 

  岩本剛人君（自民）、小西洋之君（立憲）、平木大作君（公明）、金子道仁君（維新）、榛葉賀

 津也君（民主）、山添拓君（共産）、伊波洋一君（沖縄） 

防衛省の職員の給与等に関する法律の一部を改正する法律案（閣法第８号）（衆議院送付）につい

て浜田防衛大臣から趣旨説明を聴いた。 

○令和４年11月10日(木)（第５回） 

政府参考人の出席を求めることを決定した。 

米軍オスプレイの安全性に関する件等について浜田防衛大臣及び政府参考人に対し質疑を行った。 

 〔質疑者〕 

  山添拓君（共産） 

防衛省の職員の給与等に関する法律の一部を改正する法律案（閣法第８号）（衆議院送付）につい

て林外務大臣、浜田防衛大臣、山田外務副大臣、秋野財務副大臣、金子財務大臣政務官及び政府参

考人に対し質疑を行い、討論の後、可決した。 

 〔質疑者〕 

  松川るい君（自民）、福山哲郎君（立憲）、平木大作君（公明）、音喜多駿君（維新）、榛葉賀

 津也君（民主）、山添拓君（共産）、 良鉄美君（沖縄） 

 （閣法第８号） 

  賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、共産、沖縄 

  反対会派 なし 

○令和４年11月15日(火)（第６回） 

政府参考人の出席を求めることを決定した。 

外交実施体制に関する件、ＯＤＡに関する件、防衛力の整備に関する件、「旧統一教会」問題に関

する件、日中関係に関する件、核軍縮・不拡散に関する件、日韓関係に関する件、気候変動枠組条

約第27回締約国会議に関する件等について林外務大臣、浜田防衛大臣、山田外務副大臣、豊田国土

交通副大臣、井野防衛副大臣、吉川外務大臣政務官、木村防衛大臣政務官、小野田防衛大臣政務官

及び政府参考人に対し質疑を行った。 

 〔質疑者〕 

堀井巌君（自民）、佐藤正久君（自民）、小西洋之君（立憲）、羽田次郎君（立憲）、平木大作

君（公明）、音喜多駿君（維新）、金子道仁君（維新）、榛葉賀津也君（民主）、山添拓君（共

産）、 良鉄美君（沖縄） 

日本国とアメリカ合衆国との間の貿易協定を改正する議定書の締結について承認を求めるの件（閣

条第１号）（衆議院送付）について林外務大臣から趣旨説明を聴いた。 

○令和４年11月22日(火)（第７回） 

政府参考人の出席を求めることを決定した。 

日本国とアメリカ合衆国との間の貿易協定を改正する議定書の締結について承認を求めるの件（閣

条第１号）（衆議院送付）について林外務大臣、浜田防衛大臣、磯﨑内閣官房副長官、井野防衛副

大臣及び政府参考人に対し質疑を行い、討論の後、承認すべきものと議決した。 

 〔質疑者〕 

小西洋之君（立憲）、羽田次郎君（立憲）、伊波洋一君（沖縄）、金子道仁君（維新）、榛葉賀

津也君（民主）、紙智子君（共産） 

 （閣条第１号） 



   

 

  賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主 

  反対会派 共産、沖縄 

○令和４年12月６日(火)（第８回） 

政府参考人の出席を求めることを決定した。 

国際女性会議ＷＡＷ！に関する件、防衛力の整備に関する件、ＯＤＡに関する件、日韓関係に関す

る件、防衛装備移転三原則に関する件、尖閣諸島をめぐる問題に関する件等について林外務大臣、

浜田防衛大臣、磯﨑内閣官房副長官、秋野財務副大臣、井野防衛副大臣、宮本財務大臣政務官及び

政府参考人に対し質疑を行った。 

 〔質疑者〕 

松川るい君（自民）、小西洋之君（立憲）、平木大作君（公明）、金子道仁君（維新）、榛葉賀

津也君（民主）、山添拓君（共産）、伊波洋一君（沖縄） 

○令和４年12月10日(土)（第９回） 

請願第29号外54件を審査した。 

外交、防衛等に関する調査の継続調査要求書を提出することを決定した。 

閉会中における委員派遣については委員長に一任することに決定した。 


